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四旬節第二主日
2021年 2月 28日

菊地功大司教 メッセージ

イエスは常に歩み続けます。権威をもって教え、人知を遙かに超える奇跡を行い、多く
の人から賞賛を受けていても、その賞賛の場に留まることなく、さらに多くの人に神の
福音を宣べ伝えるために、旅を続ける方です。

本日のマルコ福音は、旅路を歩むイエスが、三人の弟子たちの前で光り輝く姿に変容し
た出来事を伝えています。神の栄光を目の当たりにしたペトロは、驚きのあまり何を言
っているのか分からないままに、そこに仮小屋を建てることを提案したと福音は伝えま
す。ペトロは、その輝かしい神の栄光の場に留まり続けることを望みました。しかしイ
エスは歩み続けます。福音はモーセとエリヤが共に現れたと記します。律法と預言書、
すなわち旧約聖書は、神とイスラエルの⺠との契約であり、信仰と⽣活の規範でありま
した。そこに神の声が響いて、「これはわたしの愛する子。これに聞け」と告げたと記さ
れています。イエスこそが旧約を凌駕する新しい契約であることを、神ご自身が明確に
しました。

創世記は、神からの試練の内にあるアブラハムの姿を記します。イサクを献げるように
と言う、神からのいわば無理な要求です。アブラハムは、今の安定に留まることなく、
神に従って前進することを選びます。アブラハムの人⽣は、安定に留まらず、常に挑戦
しながら旅を続ける人⽣でした。その⽣き方を、神は高く評価しました。

信仰は、常なる挑戦へと旅立つことをわたしたちに求めます。この世でその挑戦が完成
することはないでしょう。しかしそれは、ただ闇雲に前進する旅ではなく、「これはわた
しの愛する子。これに聞け」と神ご自身が宣言された主イエスの言葉に導かれながら歩
む旅路です。

四旬節にあたり教皇フランシスコはメッセージを発表されています。今年のテーマは、
マタイ福音 20 章 18 節からとられた、「今、わたしたちはエルサレムへ上っていく」とさ
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れています。

教皇は、歩み続ける姿勢を、いま見直すようにと呼びかけ、こう記します。

「四旬節は信じる時、つまり神をわたしたちの人⽣に迎え入れ、わたしたちと一緒に『住
んで』いただく時です。・・・四旬節の間、わたしたちは『人を辱めたり、悲しませたり、
怒らせたり、軽蔑したりすることばではなく、力を与え、慰め、励まし、勇気づけるこ
とばを使うよう』、いっそう気をつけなければなりません」

その上で教皇は、「愛は、一人ひとりを気づかい思いやりながら、キリストの足取りをた
どって⽣きることであり、わたしたちの信仰と希望の至高の表現です」と指摘します。

四旬節に信仰を見直すよう、わたしたちは求められています。原点に立ち返ることが求
められています。イエスと歩みを共にしているのか、その言葉に耳を傾け、共に旅路を
歩んでいるのか、見直すことが求められています。

今年は、1981 年 2 月 23 日から 26 日に、教皇ヨハネ・パウロ二世が教皇としてはじめて
日本を訪問されてから 40 年となります。広島や⻑崎で平和を求める姿勢を力強く表明さ
れた教皇は、東京のミサでも平和を語りました。

「平和は人間の心の貴重な宝です。平和は正義の実りです。平和はまた愛の実りです。・
・・キリストが私たちに人々との平和を保つ力を与えてくださいますように」

イエスに倣って、愛の実りである平和を実現することが出来るように、主とともに挑戦
し続ける旅路を歩みましょう。


